
沖縄県公安委員会定例会会議録

令和４年５月12日(木)、沖縄県公安委員会定例会において、沖縄県警察から次の事項につい

て報告があり、これを受けて審議等を行いました。

今週のトピック

警察から「国家試験「情報処理安全確保支援士」合格者に対する本部長表彰について」

の報告がありました。

１ 質疑等

(1) 令和４年６月中の行事予定について

警務部から前記事項について報告がありました。

(2) ピアサポーター制度の取組状況について

警務部から「ピアサポーター制度とは、職員やその家族が抱える様々な問題について、

指定された職員が助言等能動的な支援を実施し、早期解決を図ることを目的とした制度

で、令和２年から運用を開始している。」旨の報告がありました。

公安委員から「警察は厳しい職場なので、相談できる人が身近にいることはとても良い。

色々な相談窓口を設けて組織がサポート体制を整備し、今後もメンタルヘルス対策を推進

していただきたい。」旨の意見がありました。

(3) 国家試験「情報処理安全確保支援士」合格者に対する本部長表彰について

生活安全部から「サイバーセキュリティに係る国家試験である「情報処理安全確保支援

士」に職員が合格した。」旨の報告がありました。

公安委員から「仕事の傍ら、自分で努力して難関の国家試験に合格したことは快挙であ

る。合格した職員が自身の体験を発表するなどして、後に続く者たちの道しるべとなって

もらいたい。」旨の意見がありました。

(4) ストーカー被疑者の検挙について

生活安全部から前記事項について報告がありました。

公安委員から「被害者の安全確保やサポートを最優先にするのはもちろんであるが、加

害者対策として、犯罪行為を抑止し、立ち直らせるためのカウンセリングを勧めるなど、再

発防止について、関係機関と連携し取り組んでもらいたい。」旨の意見がありました。

(5) 職務質問技能指導班員等の指定及び活動好事例について

地域部から「職務質問技能指導官等13名に対して指定書を交付した。」旨の報告があり

ました。

公安委員から「犯罪の認知件数が減少している要因の大きな柱の一つが、警察官による

職務質問であると思うし、その効果は非常に大きいと感じている。引き続き、職務質問の技

能を多くの警察官に伝授し、犯罪抑止に努めてもらいたい。」旨の意見がありました。



(6) 沖縄本島全域における連続侵入窃盗事件被疑者の検挙について

刑事部から前記事項について報告がありました。

公安委員から「粘り強い捜査により検挙したことを評価する。」旨の意見がありました。

(7) ゴールデンウィーク期間中の交通事故発生状況等について

交通部から「ゴールデンウィーク期間中、交通取締りを実施したほか、成人式開催に伴う

暴走警戒を実施した。」旨の報告がありました。

公安委員から「成人式での暴走行為に対して、警察が警戒活動を行った結果、大きな混

乱もなく終了した。今後もしっかりと対応していただきたい。」旨の意見がありました。

(8) 要人警護の実施結果について（令和４年４月中）

警備部から前記事項について報告がありました。

公安委員から「今後も要人の来県が続くと思うが、万全の態勢で臨んでもらいたい。」旨

の意見がありました。

２ 本部長総括

本部長から「今週末から5.15沖縄復帰50周年記念式典に伴う警備が始まる。厳しい情勢下

にあるが、相互に連携し、万全の態勢で対応してまいりたい。」旨の総括がありました。

３ 決裁・報告等（15件）

警備部

・ 警備情勢について

交通企画課

・ 安全運転管理者等講習委託に係る認定について

少年課

・ 少年指導委員の委嘱について

運転免許試験課

・ 道路交通法等の改正に伴う関係公安委員会規則の改正について（６件）

・ 指定自動車教習所の管理者資格確認について

広報相談課

・ 法定苦情（令和３年警務部総務課第８号）の回答案について

刑事企画課

・ 逮捕状を請求することのできる司法警察員の指定について

総務課

・ 公安委員会あて送達文書等について（３件）

・ 公安委員会関係業務調整

４ 決定・裁定（１件）

運転免許管理課

・ 自動車運転免許の行政処分について


